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グループホームさくら荘

令和 7年度 地域連携推進会議 議事録

1.日 時   令和 8年 2月 25日 (水)13:50～ 15:10

2.会場   大鰐療育センター 会議室

3.出席者 水木委員 田中委員 原子委員
利用者 :Hさ ん Mさ ん

(事務局)施設長、清野亮、寺口、清野円

*横山委員、大川委員は都合により欠席

挨拶   佐々木所長
今日は皆さん、お忙しい中当センターの地域連携推進会議に出席いただき感謝申し上げます。

地域連携推進会議は初めての開催で、令和 7年度以降は年に 1回程度開催し、事業所を見学する機

会を設けることが義務付けられました。

この会議の趣旨は、地域と施設、グループホームが連携することで、利用者と地域の方との関係づく

り、サービスの透明性、質の確保や、利用者の権利擁護を推進するものであります。

障害者福祉についても以前に比べて大きく変わっていますが、一般の方のなかには施設という限ら

れた閉鎖的な環境のイメージがまだあるのかなと私の中にはあります。

そのような意味では、地域連携推進会議は意義あり、特に地域の方に施設の中の事や利用者のことな

ど知っていただく良い機会だと思っているところです。

忌憚のない意見を賜りたいと思っております。そしてこれからも皆様にはご理解とご協力、支援を賜

りたくお願い申し上げます。

5.議長の選任

大鰐療育センター地域連携推進会議規定第 4条に基づき、議長を選任し会議を進行する。

議長の指名に関しては、規定第 5条に基づき、事業所所長が指名することになっており、会議開催前

に原子地域推進委員へ議長をお願いしている。

原子地域推進委員より挨拶あり。

本会は初めての開催であるため、会議の進行に関しては事務局に一任したいと思うが委員の皆さま

よろしいでしょうか。

異議なしのため、以降の進行は事務局でお願いします。

6.構成員紹介



7.地域連携推進会議概要説明

各地域推進委員へ配布された資料をもとに会議を進行。

令和 7年度より年 1回以上、会議及び施設訪間の開催が義務化となった。しかし、施設としては単に

義務化になったから実施するのではなく、この会議を機に地域の皆様に施設を見てもらい、ご意見を

頂戴することで利用者の皆さんがより良い生活を送れること、理行の皆さまのご理解が深まるよい

きっかけになることを目的に実施していきたい。

8.施設概要紹介

大鰐療育センター 2月 20日 時点 生活介護 定員 70名
自立訓練 定員 20名
施設入所 定員 60名

現在数 60名

現在数  1名

現在数 52名

各事業について説明。

自立訓練を経てグループホームに入居した方がいる。

施設入所は主に知的障がいを中心に、精神障がい、身体障がいを有している利用者がいる。

平均年齢 60.4歳 、最年少 21歳、最高齢 90歳

グループホームさくら荘 2月 20日 時点 苦木 (男性棟)定員 5名 、現在数 3名  センター敷地内
大鰐 (女性棟)定員 4名、現在数 3名 虹貝清川賃貸

主に知的障がいを有している方が利用中

プロジェクター使用し、各行事やグループホーム、地域交流の様子を見てもらい説明。

。10年前の後援会から寄贈のあった桜の苗木が大きくなり、桜を見る会を開催した。
・ふれあいまつリ グランドを使用して開催 椎茸の収穫体験 後援会の協力を頂いている
。田舎館中学生 1日 体験 夏休み期間に来所している
。大鰐町のコミュニティーバスのバス停が設置された ご家族も利用しており、グループホーム
大鰐の入居者が利用して通所する練習をしている。

・バラエティーショー 発表会の様子
・餅つき交流会 大鰐町登山囃子芸能保存会の皆さんと長年にわたる交流
。生活の様子 大鰐町からの花苗贈呈 作業の様子 原木椎茸作業 カブ トムシの幼虫飼育

稲わらロール回収 笠島クラブ 後援会寄贈の switchでの余暇活動
あんよせらぴ― 体育館を他事業所に貸し出しし交流会 等

9.令和 8年度事業計画案報告

計画案は別紙

新規計画は、センターの桜を見に地域の方たちに遊びに来てほしい

7月 にはグループホームさくら荘地域連携推進会議をさくら荘大鰐で開催予定

11月 には大鰐療育センター地域連携推進会議をセンターで開催予定



10.施設見学 (さ くら荘苦木)

さくら荘大鰐は今回見学なしのため、写真で説明

建物内の説明

世話人が休みの日は自分でレトル トを温めてご飯を食べている様子。

コロナ禍前は地域の皆さんと虹貝清川親睦会として地域の方たちとの交流会も行ったことを説明。

さくら荘苦木の見学実施

建物内の案内、生活の様子を説明。

入居者が自室を案内してくれ、地域連携推進委員皆さんと交流。

11.意見交換会
原子委員～久しぶりにグループホームを見ることができて、掃除も行き届いており世話人も頑張

っていることが伺えてうれしかった。

田中委員～グループホームの色がそれぞれあることが分かった。

入浴の回数が気になった。自分の所は毎 日入っていいが、支援の必要な方はどうして

いるのか。

Mさ んより火曜 日と金曜 日、夏はシャワー毎 日と回答 していた。

事務局～地域推進委員が所属している事業所での地域との交流を教えて頂きたい

田中委員から、大鰐町などのイベントに出店に進んで参加するようにしている。

施設長～施設の状況だが、50年以上経っており、最初から入所されている人は 70歳以上となっ

ており車椅子利用者も多くなった。建物も若い人の作りになっている。高齢化で亡くなっ

たりしている。

田中委員～自身の施設も30年前に立ち上げたので、自分の所も高齢化が進んでいる。50歳以上
の利用者も増えた。

※利用者のHさん、Mさ んはこちらから問いかけても緊張もあったのか意見は出なかったものの、

終始笑顔で意見を聞いていた。

事務局～今後もいつでも施設の中をご案内できますので見学に来てください。

いつでもご意見をお待ちしております。



12.閉会の挨拶
事務局 皆様の活発なご意見ありがとうございました。
最後に議長の原子委員より閉会のご挨拶を頂戴したいと思います。

議長 原子委員
委員の皆さまご多忙の中、令和 7年度地域連携推進会議にご出席いただきありがとうございまし

た。

令和 8年度はグループホームが 7月 、大鰐療育センターが 11月 に地域連携推進会議が計画され

ております。障がいをお持ちの方への理解や、利用者の皆さんと地域との関係性が深まるよう継続

的な協力関係を築いていきたいと思います。

これで令和 7年度地域連携推進会議を開会と致します。

事務連絡

令和 8年度も本会議出席者の皆様にご協力を賜りたいと考えております。

4月 に構成員として継続していただけるか文書にてご案内いたします。構成員として継続いただ

ける方には7月 、11月 それぞれの会議前に改めてご案内いたしますので、ご検討のほどよろしく

お願いいたします。

会議は以上となります。

議事録作成 日 :令和 8年 3月 15日

議事録署名者
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